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老
後
の
ス
生
に
も
諄
さ
を

llτ滅 ,磁H■置 盈鷹 議 H
豊島藤三郎 (十 三) 梶浦時二郎 (十 三 )

相坂 ちせ (十 三 )

三浦 ア子 (相 内 )

軍ιチる 」

大性 正喜 (相 内)

三和 クニ (相 内)

敬
老

の
日
に
あ
た
る
ノＬ
月
十
五
日
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
恒
例
の

敬
老
会
が
行
わ
れ
、
各
地
区
か
ら
七

十
三
歳
以
Ｌ
の
対
象
者
百
八
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
『

式
典
で
は
、
工
催
者
で
あ
る
赤
十

字
奉
仕
団
の
小
田
桐
恭

一
委
員
長
が

「
健
康

で
生
き
・て
い
る
こ
と
に
感
謝

ヒ
あ

い
さ

つ
．
引
き
続
き
高
松
村
長

か
ら

「
日
本
は
世
界
で

一
番
の
長
寿

国
と
な

っ
た
　
し
か
し
寝
た
き
り
や

ノ、
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
て
は
、
老

後
の
人
生
も
輝
き
は
な
く
な
る
　
趣

味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
何
か
向

見
つ
け
打
ち
込
み
、
健
康
寿
命
を
伸
　
　
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
各
地
区
奉
仕
剛
の

ば
し
て
下
さ
い
」
と
、
Ｌ
藤
村
議
会
　
　
皆
さ
ん
が
繰
出
す
唄
や
踊
―ク
で
楽
し

議
長
が

「
¨
―

´
仕
紀
と
い
う
新
し
　
　
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た

い
時
代
と
な
っ
た
が
、
　
一十
世
紀
と
　
　
　
敬
老
会
で
は
、
九
十
歳
に
達
し
た

い
う
激
動
の
時
代
を
生
き
て
き
た
、　
　
　
六
人
の
方
に
県
知
事

一伝
達
）
と
付

皆
さ
ん
の
力
が
ま
た
ま
だ
必
要
」
と
　
　
か
ら
顕
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
¨

参
加
者
に
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
．

▲たの しいひととき 車座になっての会食



13)広報ιチ4多

方東 西 方
生年月日

三 和  タ マ

佐々木 由 松

渡 '辺 キ リ

相 川 賢次郎

謳
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
Ｈ
ｌ２
‐３
・４
・５
・６
・７
・８
‐９
２０
２‐

社会参カロ章 (大臣表彰)を受賞 ～もや焼き陶芸クラブ～
主体的に社会とかかわりを持ち積極的な社会参加

活動を行っているということが認められ、もや焼 き

陶芸 クラフ (葛 西チヨエ代表)が福田国務大臣 (男

女共1司 参画担当大臣)よ り表彰されました.

9月 27ロ クラプの皆さんが役場を訪れ、高松村長

に受賞の報告をしました。クラプの皆さんは「これ

までの活動が認められ光栄です。この受賞を励みに

今後もがんばりたい」と言葉に力を込めていました゛

＞
大
臣
表
彰
を
受
け
る
、
も
や
焼
き
ク

ラ
ブ
代
表
葛
西
チ
ヨ
エ
さ
ん

491-



広報ιチる (1)

校
舎
を
移
転
し
校
名
変
更

金
木
高
校

『相
内
分
校
』
↓

『市
浦
分
校
』

『相
内
分
校
』
が
『市
浦
分
校
』
に
Ｌ

金
木
高
校
相
内
分
校

〈付
上
謙
蔵

校
長
一
が
新
校
合

（旧
脇
元
小
学
校
一

に
移
転
す
る
と
同
時
に
校
名
を
同
校

九
月
十
八
日
新
校
舎
体
育
館

に
お
い

て
、
「
校
名
変
更
及
び
校
舎
移
転
記

念
式
典
」
を
執
り
行

い
、
学
校
教
職

員
、
生
徒
、
父
母
、
村
関
係
者
ら
百

人
が
出
席
し
ま
し
た
．．

式
典
で
は
、
木
村
教
育
長
が
開
式

を
宣
言
‘
高
松
村
長
が

「校
舎

の
移

転
を
契
機
に
市
浦
分
校
の
更
な
る
活

躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ

い
さ

っ
．

工
藤
村
議
会
議
長
、
小
野
中
里
町
長

の
祝
辞
、
村
上
校
長
の
あ

い
さ
つ
に

続
き
、
生
徒
会
長

の
塚
本
雅
君
が

「
学
校
が
変
わ

っ
た
が
こ
れ
か
ら
は

青
森
県
町
１１
会
が
王
催
す
る
、

ふ
る
さ
と
体
駿
過
疎
町
付
ツ
ア
ー

が
九
月
二
十
九
日
と
三
十
日
当
村

で
行
わ
れ
、
首
都
圏
か
ら
参
加
し

た
二
十
二
人
が

「し
ヽ
う
ら
′年
一

海
遊
館
」
の
体
駿
や
、
参
加
者
自

ら
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
、
乗

車
体
駿
な
ど
を
行
な

一
ま
し
た

あ
る
、
ト
ラ
ク
タ
ー
乗
車
体
験
で

は
、
参
加
者
全
員
が
運
転
木
経
験

ヒ
あ

っ
て
、
乗
車
前
は
、
恐
々
乗

ト
ル
の
走
行
で
運
転
に
慣
れ
て
く

る
と
、
自
然
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

牧
場
に
は
参
加
者
の
歓
声
が
響
き

渡

っ
て
い
ま
し
た
．

神
奈
川
県
か
ら
、
参
加
し
た
小

林
尚
美
さ
ん
は

「
ト
ラ
ク
タ
ー
に

乗
り
た

い
ば
か
り
に
こ
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
¨
実
際
に
運
転

し
て
み
て
、
す
ご
く
楽
し
か

っ
た
」

と
ト
ラ
ク
タ
ー
体
験
に
満
足
し
て

ア
ル
ミ
缶
ロプ
ル
タ
ブ
集
め
車
椅
子
を
寄
贈

愛
留
美
会
が
村
社
協
に

～
ふ
る
さ
と
体
験
過
疎
ツ
ア
ー
～

▲ トラクターの運転に満足感あふれる笑顔

-491



(5)広報ιチろ

「サ
イ
ギ
・サ
イ
ギ
…
」
で
五
穀
豊
穣
を
祈
願

脇
元
岩
木
山
神
社
大
祭

交
通
安
全
意
識
高
揚
に

一
役

五
穀
豊
穣
　
家
内
安
全
を
願
い
行

わ
れ
て
い
る
脇
元
岩
木
山
神
社
大
祭

（山
田
正
伸
実
行
委
員
長
）
が
九
月

十
六
、
十
七
日
（旧
暦
八
月

一
日
）
の

今
年
の
大
祭
は
、
小
馬
踊
り
に
市

浦
小
全
児
童
が
参
加
し
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

大
祭
は
、
十
六
日
の
前
夜
祭
で
カ

ラ
オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
、
近
隣
町
村

か
ら
駆
け

つ
け
た
出
場
者
た
ち
が
自

慢
の
、
の
ど
を
抜
露
し
ま
し
た
。
翌

日
の
十
七
日
は
、
お
山
参
詣
本
番
。

御
幣
や
の
は
り
を
持
っ
た
参
詣
者
が

洗
磯
崎
神
社
を
出
発
白
金
木
高
校

市
浦
分
校
の
生
徒
た
ち
も
御
幣
や
の

は
り
を
掲
げ

「サ
イ
ギ

・
サ
イ
ギ
ド

ッ
コ
イ
サ
イ
ギ
」
を
唱
え
な
が
ら
地

域
の

「山
か
け
」
に
参
加
し
、
も
や

引
き
続
き
も
や
山
ふ
も
と
の
祭
り

会
場
で
は
、
九
大
切
り
大
会
や
歌
一謡

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か

な
歌
声
や
歓
声
が
響
き
わ
た
り
、
年▲御幣やのぼりを揚げ「もや山」をめざしました

レ

ー

ド



Eea ιチろ 61

開
校
記
念
の
植
樹市

浦

小

学

校

交
通
安
全
用
反
射
ア
ー
ム
バ
ン
ド
を
贈
る

村
交
通
安
全
母
の
会

＞
ヒ
バ
を
植
樹

シ
イ
タ
ケ
販
売
の
収
益
金
を
緑
の
募
金
に

市
浦
小
学
校
緑
の
少
年
団

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
工
藤
助

役
に
シ
イ
タ
ケ
と
募
金
を
手
渡
し
ま

は
、
夜
間
に
自
動
車
な
ど
の
ラ
イ
ト

の
灯
り
を
受
け
る
と
そ
の
光
源
に
向

け
バ
ン
ド
が
反
射
す
る
働
き
を
持

っ

て
お
り
、
運
転
者
に
歩
行
者
が
い
る

と

い
う
注
意
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま

渡す若山 くん (手前 )と 吉田 くん

市浦小学校が収穫した、
シイタケを購入してく
ださつたみなさん、あ
りがとうむざいました。

1市浦小学校児童一同



(7, 熙ιチろ

基
礎
技
能
を
身
に
つ
け
よ
う

―
丁
講
習
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

市
浦
中
学
校
が
準
優
勝

第
２６
回

ト
リ
ム
野
球
大
会

Ｉ
Ｔ
（ア
イ
テ
イ
）
と
は
、
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
略

で
、
情
報
通
信
分
野
に
関
連
す
る
技

術
を
利
用
す
る
方
法
の
こ
と
で
す
。

村
で
も
、
国
の
政
策
を
受
け
、
十

月
二
日
よ
り

「
Ｉ
Ｔ
講
習
会
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。　
一
人
十
二
時
間
の

講
習
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
の

利
用
な
ど
を
学
ぶ
も
の
で
、
す
で
に

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
大
変
好
評

を
得
て
い
ま
す
。
十
二
月
ま
で
、
平

日
の
夜
に
行
う
四
日
間
の
コ
ー
ス
を

五
コ
ー
ス
、
ｔ
、
日
曜
日
に
行
う
二

日
間
の
コ
ー
ス
を
三
コ
ー
ス
設
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
、
受
講
さ
れ

て
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
ｏ

ま
た
、　
一
度
受
講
さ
れ
た
方
で
も
、

定
員
の
二
十
名
に
達
し
て
い
な
い
場

合
は
、
再
講
習
も
行
っ
て
お
り
ま
す

九
月
二
十
二
、
三
日
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
、
第
二
十
六
回
ト
リ
ム
野

球
大
会

（市
浦
村
教
育
委
員
会
主
催
）

が
、
山
村
広
場
、
市
浦
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
当
村
の
市
浦
中

学
校
、
市
浦
野
球
ク
ラ
プ
を
含
め
、

近
隣
の
六
市
町
村
か
ら
小
学
校
九
校
、

中
学
校
五
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
石
岡
剛
宗
選
手

（市
浦
小
六
年
）
が
力
強
く
選
手
宣

誓
を
行
い
、
そ
の
後
、
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
小
学
校
の
部
で
は
金
木

ク
ラ
ブ
、
中
学
校
の
部
で
は
決
勝
で

市
浦
中
学
校
の
終
盤
の
追
い
上
げ
を

振
り
切
っ
た
金
木
南
中
学
校
が
、
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
．

村
内
の
小
、
中
学
校
の
主
な
結
果

と
個
人
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
っ

【小
学
校
の
部
】

▼
二
回
戦

市
浦
ク
　
Ｈ
１
１
　
武
田
ク

（四
回
コ
ー
ル
ド
）

▼
準
決
勝

師嚇″　００００‐２００‐２２‐位一８７

（市
）
秋
田
兼
祐
―
中
井
怜

（豊
）
藤
田
―
長
内

【中
学
校
の
部
】

▼
準
決
勝

市
浦
中
　
２
１
０
　
小
泊
中

▼
決
　
勝

鵡赫輛中
０００００。０００５２０１。一３５

（金
）
棟
方
―
木
下

（市
）
近
藤
祥
平
、
小
倉
勇
斗

近
藤
佑
人
―
平
野
邦
和

◎
三
塁
打
　
近
藤
祥
平

（市
）

《個

人

賞
》

★
敢
闘
賞

近
　
藤
　
祥
　
平

（市
浦
中
）

★
優
秀
選
手
賞

成
　
田
　
智
　
哉

（市
浦
ク
）

小
　
倉
　
勇
　
斗

（市
浦
中
）

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
は
す
べ
て
、

市
浦
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室
と
な
っ

▼
問
い
合
わ
せ
。
受
講
の
申
込
み
は

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

ａ
六
二
―
三
七
五

一

紅
葉
の
季
節
、
歩
い
て
い
い
汗
′

村
民
健
康
ウ
オ
ー
ク
を
開
催

ン
タ
ー
か
ら
脇
元
漁
協
ま
で
の
約
六

ｋｍ
の
区
間
で
、
村
民
健
康
ウ
オ
ー
ク

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
秋
晴
れ
の
も
と
、
午

前
九
時
三
十
分
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者

は
、
昆
虫
の
採
取
や
自
然
を
満
喫
し

な
が
ら
、
約
二
時
間
か
け
て
脇
元
漁

昼
食
後
に
は
、
鯵
釣
大
会
。
多
い

人
で
は
、
バ
ケ
ツ
い
つ
ぱ
い
釣
る
な

ど
こ
ち
ら
も
大
盛
況
。
心
地
良
い
汗

聾」遍κ豊ぼ狐⊆×顧
懸

'ぼ

王涯車習

▲惜 しくも準優勝の市浦中野球部
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暉 ι多ろ (8)

露
Ｅ
Ｅ
■
■

村
内
に
は
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る

数
多
く
の
史
跡

（遺
跡
）
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
村
内
に
残

さ
れ
た
史
跡
を
中
心
に
、
市
浦
の
歴

史
と
文
化
、
先
人
の
暮
ら
し
振
り
を

皆
さ
ん
と
共
に
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
十
三
湊
と
安
藤
氏
に
関
連

す
る
宗
教
遺
跡

・
山
王
坊
遺
跡
を
紹

介
し
ま
す
。

回
日
偏
Ｈ
Ｅ

十
三
湖
の
北
岸
、
相
内
集
落
の
北

東
約

一
・
五
ｋｍ
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

遺
跡
は

「山
王
坊
沢
」
と
呼
ば
れ
る

山
間
の
谷
間
に
あ
り
、
現
在
は
日
吉

神
社
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
周
辺
は

山
林
に
囲
ま
れ
て
、
昼
間
も
な
お
薄

暗
い
環
境
は
神
秘
的
で
も
あ
り
、
古

来
か
ら
地
元
村
民
の
信
仰
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

「山
王
」

と
は
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
に

あ
る
日
吉
神
社
の
別
称
で
す
。

境
内
の
人
り
口
に
は
合
掌
形
の
破

風

⌒装
飾
板
）
を
鳥
居
の
上
に
付
け

た

「山
王
鳥
居
」
と
呼
ば
れ
る
日
吉

神
社
の
形
式
を
代
々
受
け
継
い
で
き

た
鳥
居
が
参
拝
者
を
迎
え
て
く
れ
て

「北
津
軽
郡
神
社
誌
」
に
よ
れ
ば
、

現
在
の
日
吉
神
社
は
明
治
十

一
年
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
元
来
は

「山

王
権
現
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
近
世
の
編
纂
物
で
す
が
、

「十
三
往
来
」
に
登
場
す
る

「阿
咋

寺
」
に
比
定
す
る
意
見
も
あ
り
ま
す

が
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

太
平
洋
戦
争
後
、
村
内
の
各
地
の

谷
々
で
開
田
作
業
が
進
み
、
食
料
増

産
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
山

工
坊
川
か
ら
用
水
路
確
保
の
掘
削
が

行
わ
れ
た
際
に
、
板
碑
や
宝
医
印

塔

・
五
輪
塔
な
ど
の
石
造
物
が
大
量

に
出
土
し
、
遺
跡
と
し
て
周
知
さ
れ

ま
た
、
現
在
の
日
吉
神
社
拝
殿
の

改
築
に
際
し
て
、
中
世
の
金
銅
仏

具

・
懸
仏
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
出
土
品
の
一
部
は
相
内

・
蓮
華

庵
の
境
内
に
あ
る
ほ
か
、
市
浦
村
歴

史
民
俗
資
料
館
で
展
示
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

国

□

日

■

昭
和
五
十
七
～
六
十

一
年
に
か
け

て
、
東
北
学
院
大
学
　
加
藤
孝
教
授

を
中
心
と
し
た
山
王
坊
跡
調
査
団
が

発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
二
組
の
社
殿

列
跡
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。　
一
組
目

は
現
日
吉
神
社
の
社
殿
東
側
に
あ
り

ま
す
。
山
の
中
腹
に
あ
た
る
斜
面
を

削
平
し
て
、
二
箇
所
の
平
坦
面
を
造

成
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
礎
石
を

伴
っ
た
建
物
跡
や
門
跡
、
階
段
跡
な

ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

二
組
日
は
山
王
坊
川
と
丘
陵
に
挟

ま
れ
た
山
魔
の
平
地
に
あ
り
ま
す
（

基
壇
上
の
高
ま
り
に
は
礎
石
を
伴

っ
た
建
物
跡
や
石
組
み
溝
が
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
礎
石
跡
か

ら
、
拝
殿
　
渡
廊

・
本
殿
と
す
る
中

世
の
神
社
建
築
の
一
端
が
明
ら
か
と

「山
王
坊
」
と
い
う
地
名
や
中
世

の
宗
教
遺
物
出
土
の
ほ
か
、
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
二
組

の
社
殿
列
か
ら
、
中
世
津
軽
に
お
け

る
日
吉
神
社
の
社
殿
跡
と
し
て
貴
重

な
発
見
例
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

十
三
湊
の
繁
栄
と
同
じ
く
す
る
陶
磁

器
の
出
土
か
ら
、
十
三
湊
を
本
拠
に

置
い
た
津
軽
安
藤
氏
が
勧
請
し
た
宗

教
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

現
在
は
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
礎

石
跡
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
、
往

時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

焼
け
た
礎
石
跡
は
南
部
氏
と
の
激
戦

を
伝
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。　
一
度
、
散
策
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

（文
責
　
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
　
榊
原

滋
高
）

4̈92
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信

日
常
生
活

に
密
着
し

ん
の
健
康

づ
く
り
の

本
格
的
な

ラ
ピ
ー
施

設
と
し
て

頑
張

っ
て

と
思

い
ま

その9

国
回
困
固
司
「
同
国

海
遊
館
は
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
と
共
に
あ
り
ま
す
。

御
存
じ
の
方
や
体
験
さ
れ
た
方
も
　
　
―
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
二
重
県
鳥
羽

い
ら
つ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
日
　
　
市
に
開
業
し
ま
し
た
。
豪
華
な
リ
ゾ

本
で
は
二
番
目
の
本
格
的
な
タ
ラ
ソ

テ
ラ
ピ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
千
葉
県

勝
浦
市
に
開
業
し
ま
し
た
。

ル
に
併
設

本
最
大
級

西
や
名
古

盪
口
田
■
■
■
■
■
■
一　
屋
方
面
か

ら
の
利
用
者
が
中
心
の
非
日
常
型
の

リ
ゾ
ー
ト
施
設
で
す
。

本
場
フ
ラ
ン
ス
の
最
大
級
の
タ
ラ

ソ
テ
ラ
ビ
ー
で
す
。
シ
ラ
ク
大
統
領

を
初
め
、
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
の
著
名

人
が
毎
年
訪
れ
て
い
る
タ
ラ
ソ
テ
ラ

ピ
ー
の
名
門
で
す
。

テ
ル
ム
マ
ラ
ン
の
名
前
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
日
本
の
テ
ル
ム
マ
ラ

ン
・
パ
シ
フ
ィ
ー
ク
は
こ
の
セ
ン
タ

ー
の
確
か
な
技
術
と
経
験
を
受
け
継

い
で
い
ま
す
。
言
っ
て
み
れ
ば
海
遊

館
は
由
緒
正
し
き
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー

施
設
で
あ
り
、
長
い
歴
史
に
培
わ
れ

た
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
施
設
な
の
で
す
っ

海
遊
館
は
今
後
共
、
み
な
さ
ん
の

海道館も満 1歳になりました。これまで多くの方々のこ支援や御声援に助けられて、これまでやって

これました=今後とも、よろしくお願い致します。海遊館は日本で3番 目のタラソテラピー施設として

開業しました=今回は、他のタラソテラピー施設について少しお話ししたいと思います。

●
市
浦
村
脇
元
出
身

●
１
９
８
０
年
８
月
３０
日
生
　
２‐
歳

●
お
と
め
座
　
Ａ
型

●
家
族
構
成
　
父

・
母

・
妹

。
本
人

●
趣
　
　
味

お
化
粧
、
カ
ラ
オ
ケ
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
、
写
真
、
ド
ラ
イ
ブ
、
旅
行

今
年
は
、

（一一一】一】一　一］一一̈

バ
ー
サ
ル
ス

タ
ジ
オ
ジ

ャ
パ
ン
）
、
岩
手
県
の
け

ん
じ
ワ
ー
ル
ド
や
秋
田
の
大
曲
花
火

大
会
そ
し
て
、
仙
台

へ
お
買

い
物
と

い
ろ
ん
な
所
に
い
っ
て
き
ま
し
た
。

次
な
る
夢
は
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
に

行

っ
て
ミ
ッ
キ
ー
に
会
う
こ
と
で
す
。

コ
ン
ピ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
大
好

き
な
の
で
用
が
な
く
て
も
と
り
あ
え

ず
入
り
、
そ
し
て
結
局
は
買

い
物
を

し
て
し
ま

い
ま
す
。

い
つ
か
市
浦
に

も

コ
ン
ピ

ニ
が
で
き
た
ら
い
い
な
。

じ

っ
と
し
て
い
る
の
は
嫌

い
で
暇
さ

え
あ
れ
ば
外
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の

せ

い
か
Ｔ
Ｖ
を
見
る
こ
と
が
な

い
の

で
世
の
中
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か

さ

つ
ぱ
り
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
し

っ
か
り
し
な
け
れ
ば

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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>電話番号

藤田 桂造 (62-2251)
若山 恭次 (62-2357)

第122回 商工会珠算検定試験が 9月 14日 市浦小、市浦中学校において

開催 され、受験者数が19名 で合格者は次のとお りです。

3級 石岡麻由子・藤田  英 。平野 美晴 (辻分珠算学院)

5級  秋田谷美佑・工藤 康敬 (辻分珠算学院)

6級 松橋 敬晃 (辻分珠算学院)

8級 木村亜裕美・竹谷真希子 (辻 分珠算学院)

10級  藤田 崇洸 (辻 分珠算学院)

十

一
葺
．全
を
天
モ

す
る
■
罪
複
害
や

●
死
亡
さ
れ
た
被
害
者
の
遺
族
の
方

が
受
給
す
る
遺
族
給
付
金

●
障
害
が
残
っ
た
被
害
者
の
方
が
受

給
す
る
障
害
給
付
金

●
重
傷
病
を
負
わ
れ
た
被
害
者
の
方

が
受
給
す
る
重
傷
病
給
付
金

詳
し

・
三

二
は
、
県
警
察
本
部
警

務
教
養
課
犯
罪
餃
害
者
対
策
室
　
（
）

一
七
　
イ〓
〓
一―
四
二

一
一

（内
線

犯
罪
被
害
給
付
制
度
の
お
知
ら
せ

　

の梅
諫
一́霧
〓
い
講
“
一い曇

人
事

と
救

急

・
救
助

は

一
一
九

番

消

一
防

ネ

ツ

ト

ワ

一
―

一
ク

や
す
い
物
が
な
い
か
安
全
確
認
を
し

っ
か
り
行
っ
て
か
ら
点
火
す
る
習
慣

点
火
後
も
洗
濯
物
を
ス
ト
ー
プ
の

上
に
干
す
と
温
ま
っ
た
空
気
が
上
昇

す
る
際
、
洗
濯
物
が
風
に
吹
か
れ
た

よ
う
に
な
リ
ス
ト
ー
プ
の
上
に
落
ち

た
り
し
て
と
て
も
危
険
で
す
の
で
、

暖
房
以
外
の
目
的
で
使
用
す
る
の
は

ま
た
火
を
つ
け
た
ま
ま
で
の
給
油

は
大
変
危
険
で
す
．
給
油
す
る
前
に

は
ス
ト
ー
プ
の
火
を
必
ず
消
し
ま
し

物
に
は
す
べ
て
寿
命
が
あ
り
ま
す
。

自
動
車
の
よ
う
に
法
律
で
定
期
的
に

検
査
し
、
検
査
に
合
格
し
な
い
と
運

転
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

消
火
器
に
も
寿
命
が
あ
り
ま
す
が
、

日
常
使
用
し
て
い
な
い
の
で
忘
れ
が

消
火
器
の
耐
用
年
数
は
、
お
お
む

ね
八
年
Э
消
火
器
の
中
に
貯
蔵
さ
れ

て
い
る
粉
末
薬
剤
は
、
お
お
む
ね
五

年
を
日
安
に
詰
め
替
え
が
望
ま
し
い

消
火
器
の
設
置
場
所
が
雨
風
に
さ

ら
さ
れ
る
等
、
設
置
条
件
が
悪
い
場

所
で
は
容
器
の
腐
食
、
薬
剤
の
固
化

等
劣
化
が
早
く
な
る
の
で
、
耐
用
年

数
以
内
で
も
破
裂
等

の
事
故
発
生
の

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
速
や
か
に
新
し

い
消
火
器
と
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

《
消
火
器
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
》

１
．
消
化
器
は
す
ぐ
取
り
出
せ
る
場

所
に
あ
り
ま
す
か

２
．
消
化
器
に
サ
ビ
、
腐
食
、
破
損

等

の
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
か

３
　
火
災

（可
燃
物
）
に
適
し
た
消

化
器
を
お
い
て
い
ま
す
か

４
　
有
効
期
間
　
耐
用
年
数
を
過
ぎ

て
い
ま
せ
ん
か

５
　
そ
の
消
化
器
の
使
用
方
法
が
わ

★
い
ま

一
度
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
て
下



市浦村の人口と世帯数  平成13111現 在

磯   松

l

現在、平成14年度の供用開始に向け、五所川原市に建

設中の (仮称 ,つ がる克雪 ドームは、スポーッ、 レクリ

エーションや各種催事等に活用で きる屋根開閉式の全天

候型他 目的コミュニティドームです。この施設の愛称 を

津軽半島地域住民の皆様か ら募集 しますっ

◆応募方法

官製はがきに愛称と簡単な説明のほか、住所、氏名、

年齢、性別、職業、電話番号をお書きのうえご応募く
ださいQハ ガキ1枚 につき愛称 1点 とし、一人何点で

も応募できます.奮 ってご応募ください。

◆応募期間 平成13年 12月 10日 (当 日消Fp有効)

◆選考方法

選考委員会で審査のうえ決定します。採用者には賞

状と副賞を贈呈します。

>応募先・お問い合わせ

〒0378686 五所川原市字岩木町12番 地

五所川原市 企画課 80173-35-2111

定期預金等の元本 1千万円までとその利迫、は、来年 4

◎合算 して元本 1千万円まで とその利迫、は、あ くまで も

最低の保障ですので、受け取れるのは 1千万円だけで

◎ また、当座預金、普通預金では、平成 15年 3月 まで全

◎詳細は、金融機関の窓口等にお問い合わせ ください。

県内の交通事故概況

4月 1日 の家電 リサ イクル法の施行に伴い、河川への

ゴミ不法投葉は増加する傾向にあ ります。

ゴミの不法投棄は、美観を損ねるだけでなく近隣の環

境に悪影響を与え、住民のみなさんの生活 を脅か します。

不法投葉は犯罪であ り、廃棄物処理法、河川法等の法律

県では不法投棄をな くするため河川区域の巡回等を行

ってい ますが、不法投棄 をな くす には住民の皆 さんの

「捨てない」、「捨てさせない」姿勢が大切です。健全な

生活環境を守るため、住民と行政が力を合わせて、不法

投葉を撲減しましょう。

◆申込みできる方

◆お使いみち

◆受付期間

◆融資利率

年271%ヽ
(年金バリアフリー住宅の場合)

社団法人 青森県厚生年金勤労者住宅協会

ては、次のような返済方法の変更を実施 しています。

]返 済期間の延長 (最長10年 )

②元金据置期間の設定 (最長3年 )

③元金据置期間中の金利引き下げ
お取扱期間は、平成14年 3月 末までです。

住宅金融公庫東北支店

飲 酒 運 転 に よ る 死 者
(i



現
在
、
原
因
が
分
か
ら
ず
治
療
が

困
難
と
い
わ
れ
る

″難
病
″
は
西
北

五
管
内
に
お
い
て
五
六
〇
件
の
申
請

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
数
は
少
な
い
数

で
、
ま
だ
ま
だ
診
断
さ
れ
ず
潜
在
し

て
い
る
事
例
が
多
く
あ
る
と
考
え
ら

い
わ
ゆ
る
難
病
と
は
、
治
療
研
究

さ
れ
て
い
る
病
気
だ
け
で
も

一
一
人

疾
患
が
あ
り
、
こ
の
内
、
特
定
疾
患

の
医
療
給
付
を
受
け
ら
れ
る
の
が
四

六
疾
患
と
病
気
を
さ
れ
て
い
る
本
人

に
と
っ
て
は
と
て
も
厳
し
い
現
状
を

神

経

性

の

病

気

目
の
前
に
し
て
い
る
病
気
（疾
患
）と

い
え
ま
す
。

中
で
も
代
表
と
さ
れ
る

「
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
」
は
、
症
状
と
し
て

ふ
る
え
が
あ
り
ま
す
。
寝
て
い
て

も
座
っ
て
い
て
も
ふ
る
え
が
あ
り
、

手
足
や
頭
、
時
に
全
身
に
現
れ
ま
す
。

そ
の
ふ
る
え
は
緊
張
し
た
時
に
増
強

す
る
の
が
特
徴
で
す
。

最
初
は
片
側
だ
け
の
ふ
る
え
だ
っ

た
り
、
歩
行
時
の
腕
振
り
が
な
か
っ

た
り
、
ふ
る
え
が
な
く
て
も
日
常
動

作
が
緩
慢
に
な
り
‥
と
い
っ
た
症
状

か
ら
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

そ
の
他
に
も
様
々
な
症
状
を
経
て

歩
行
障
害
が
現
れ
て
き
ま
す
。
前
か

が
み
で
加
速
す
る
と
止
ま
れ
な
い
よ

う
な
症
状
で
す
。

例
と
し
て
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
症

状
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も

『正
し
い
判
断
』
が

一
番
望
ま
し
く
、
そ
こ
か
ら
必
要
な

制
度
等
へ
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

随
分
治
療
も
研
究
さ
れ
て
き
て
は

い
ま
す
が
、
自
分
の
意
志
と
は
無
関

係
に
変
化
し
進
行
す
る
姿
を
受
け
入

れ
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
く
の
は
、

と
て
も
辛
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

病
気
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
生
活
を

制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
に

ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
じ

ま
す
。
ま
た
、
病
気
（症
状
）
の
こ
と

が
も
う
少
し
知
り
た
い
方
も
、
気
軽

に
電
話
等
で
も
相
談
さ
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

生（相
内
）

暁

（相
内
）
琢
　
磨

（脇
一匹

竜
　
樹

（脇
元
）

豊

（相
内
）
美
　
男

（十
一こ

信

哉

▼
こ

結

婚太

（中
　
里
）

吉
心　
美

（脇
　
一匹

学

倉
呂
　
城
）

夏
　
美

（相
　
内
）

秀
　
篤

（十
　
一こ

裕
美
子

（五
所
川
原
）

健
　
司

⌒滋
　
賀
）

さ
お
り

（十
　
一こ

貴
　
義

（仙
　
ムこ

真
由
美

（磯
　
松
）

正
　
之

（千
　
葉
）

晴
　
子

（脇
　
一匹

一　
成

（脇
　
一匹

美
奈
子

（五
　
一巳

▼
お
く
や
み（脇

元
）

（相
内
）

（大
田
）

（相
内
）

８２
歳

６６
歳

７４
歳

８７
歳

８６
歳

７５
歳

８８
歳

８７
歳

磯
松
）

相
内
）

相
内
）

十
三
）

◎
①
①
③

脇
元
岩
木
山
神
社
大
祭
が
開
催
さ

れ
た
九
月
十
七
日
、
「も
や
山
」
に

十
五
年
ぶ
り
く
ら
い
に
登
っ
た
。
登

り
き

っ
た
瞬
間
は

「
よ
う
や
く
　
」

と
い
う
思
い
よ
り
も
膝
が
、
が
く
が

く
し
め
ま
い
が
全
快
。
疲
れ
で
し
ば

ら
く
動
け
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
頂

上
か
ら
望
む
景
色
は
登
っ
た
人
で
な

い
と
、
わ
か
ら
な
い
満
足
感
が
あ
る

の
は
確
か
。
「も
や
山
」
の
高
さ
は
、

百
五
十
二
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
日
の

「も
や
山
」
は
も
っ
と
高
く
感
じ
た
。

（三
不
）

お
詫
び
と
訂
正

広
報
し
う
ら
九
月
の
六
ベ

ー
ジ
水
槽
ポ
ン
プ
車
を
更
新

記
事
中
、
「
購
入
費
は
八
千

万
円
」
と
あ
り
ま
し
た
が
三

千
万
円
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

― ― ― ― ― ― ―
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